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【7.27〆】会津美里町水道事業ビジョン（案）に関する意見について 

≪庁内意見募集≫ 

頁 

行 
各課意見等の概要 

意見等に対する 

担当課の考え方 
修正内容 

５頁 

 

２行目 

令和２年度の国勢調査の人口は、

１９，０１４人では。（町第４次総合

計画も１９，０１４人としている） 

ご指摘の通り修正しまし

た。 

国勢調査の確定値をもとに 19,014 人に修正し、関連する数値を修正

しました。また、本文の下にある図２-３についても、令和２年度分の

人口を修正しました。 

12 頁 

４） 

関山地区 

「令和７年度までに pH 調整機器

を整備する計画です。」の箇所は、令

和８年度以降に発表するものなの

で、確認が必要ではないか。 

ご指摘をもとに該当箇所を

削除しました。 

「このため、現在仮設設備により pH 調整を行っていますが、令和 7

年度までに pH 調整機器を整備する計画です。」の箇所を削除しました。 
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表３-８ 

本町の応急給水体制 応急給水資

機材の備蓄状況について給水袋0.6ℓ

は小さくないか。 

ご指摘をもとに給水袋の容

量を確認し修正しました。ま

た、直近の備蓄量を確認し、

あわせて修正しました。 

「給水袋 0.6ℓ、3,200 袋」を「給水袋６ℓ、4,600 袋」に修正しまし

た。 
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目標４ 

「目標４ 再生可能エネルギー導

入の検討」において、目標が再生可能

エネルギーの導入なのに、再生エネ

ルギーを導入する内容がない。 

省エネ設備の導入のみ検討では、

再生可能エネルギー導入の検討とは

言えないのでは。 

ご指摘の内容をもとに、修

正しました。 

目標４ 再生可能エネルギー導入の検討 

方策４－① 環境負荷の低減と脱炭素化の推進 

本町は、２０５０年までに二酸化炭素などの温室効果ガス排出量を

実質ゼロにする「ゼロカーボンシティ」の実現を目指すことを表明し

ました。この実現に向け、水道施設が有する空間や水流が持つエネル

ギーを有効活用し、太陽光や小水力等といった再生可能エネルギー導

入の可能性を、地域特性を踏まえながら多角的に検討します。あわせ

て、各施設のＬＥＤ化、高効率のポンプ等の省エネ設備の導入も推進

し、環境に配慮した持続可能な施設整備を進めていきます。 

 


